
様式第１号                                      

令和５年度 学校経営計画書 

学校番号 31 学 校 名 静岡県立清水東高等学校 定時制の課程 校 長 名 寺島明彦 

 

１ スクール・ミッション 

 静岡市清水区の伝統ある定時制高校として、生徒の多様なニーズに応えるために、個のライフスタイルに応

じた柔軟なカリキュラムを通し、時代の変化を生き抜く基礎力と自他理解力を養い、将来、地域社会の力とな

り、その発展に貢献できる人材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

主体的に考え、判断し、自律的

な行動がとれる 

 地域社会から信頼され、未来の

担い手として貢献できる 

 少人数制でわかる授業を追求

し、基礎力の定着と向上を図る 

 個の状況に応じた修業年数の選

択と多彩な科目選択を開設 

学び直しの意思と、自ら成長し

たいという強い気持ちがある 

 意欲的に他者と関わり、社会に

必要なコミュニケーションスキルを

身につける姿勢 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 安心安全な学校を作る。 

イ 基本的な生活習慣を確立し、規範意識を育成する。 

ウ 基礎学力の定着、向上を目指す。 

エ 授業力の向上と新たな評価の定着を図る。 

オ 健康で健全な心身を育成する。 

カ 生徒の適性にあった進路希望の実現を図る。 

キ 「働き方改革」を推進する。 

ク 確実で効果的な学校事務執行を推進する。 

 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

いじめの根絶 

・日常的な巡回及び声掛け 

・SNS 使用におけるマナー

指導 

・アンケートの実施及び聞き

取り 

・いじめの件数０件 

・巡回時の生徒指導０件 

・ネットパトロールからの指摘

０件 

生徒課 

管理職 

登下校及び学校生活中にお

ける事故防止 

・日常的な巡回及び声掛け 

・登下校時の指導 

・交通安全教室の実施 

・学校内での事故０件 

・登下校時の交通事故０件 
全教員 

防災対策の充実 ・防災訓練の年２回実施 

・39 メールの活用 

・防災用品の点検と計画的な

購入及び訓練時の活用 

・地域の防災訓練への参加 

・「防災訓練は大切である」と

答える生徒 90％以上 

・「家庭で非常時の準備をし

ている」と答える生徒 80％

以上 

生徒課 

管理職 

事務室 
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・アンケートの実施 ・地域の防災訓練参加率

50％以上 

・39 メールの登録率 100％ 

イ 

挨拶と丁寧な言葉遣いがで

きる ・日常的な対話からの指導 

・始業終業の挨拶の徹底 

・アンケートの実施 

・「自ら挨拶することができ

る」と答える生徒 90％以上 

・「誰にでも丁寧な言葉遣い

ができる 」 と答える生徒

90％以上 

全教員 

ソーシャルスキルの育成 
・各種講座、講演等の実施 

・アンケートの実施 

・「ソーシャルスキルに関する

項目について、身についた」

と答える生徒 80％以上 

全教員 

自己肯定感を高める 
・わかる授業の実践 

・日常的に肯定的な声掛け 

・アンケートの実施 

・自分の強み(良さ)を３つ以

上答えられる生徒80％以上 

・「自己肯定感が高まった」と

答える生徒 80％以上 

全教員 

欠席、遅刻を減らす ・日常的な声掛け 

・定期的な面談実施 

・遅刻、欠席の連絡の徹底指

導 

・保護者との連携強化 

・アンケートの実施 

・毎月の出席率 95％以上 

・毎日の遅刻平均３人以内 

・寝坊による遅刻、月間 10

件以内 

全教員 

教職員間及び家庭との連携

充実 

・教職員間における情報共有 

・生徒の生活状況を家庭へ

連絡 

・学校ホームページの活用 

・39 メールの活用 

・アンケートの実施 

・「データによる情報共有が

できた 」 と答える教職員

100％ 

・「常時、生徒及び家庭との

情報共有できた」と答える教

員 90％以上 

・行事等の記事を１週間以内

にホームページに掲載でき

た。 

・行事等について、事前に

39 メールで配信できた 

全教員 

法律及び校内ルールの遵守

の徹底 

・成年年齢引き下げと違反事

項の年齢確認 

・ 

・生徒指導０件 生徒課 

ウ 

小中学校の学習の学び直し 

・授業内容の精選及び工夫 

・授業中の振り返りを実施 

・１年の数学はＴＴによる指導

を実施 

・アンケートの実施 

・授業内容を精選し、小中学

校の振り返りを取れ入れ

た工夫した授業ができたと

答える教員100％ 

・「中学校時より学力が向上

した」と答える１年生100％ 

・「ＴＴにより、理解が深まっ

た」と答える１年生 100％ 

全教員 

多様性に対応した個別最適

な学びの実践 

・生徒の情報収集 

・一人一台端末の活用した教

授法の研究及び実践 

・定期試験以外の小テストの

実施 

・一人一台端末を活用するこ

とができたと答える教員

100％ 

・ＩＣＴを活用した授業を研究

し、実践したと答える教員

全教員 



様式第１号                                      

・アンケートの実施 100％ 

・一人一台端末を活用するこ

とにより、学力が向上したと

答える生徒 80％以上 

エ 

授業力の向上 

・全日制授業の授業参観 

・研究授業の実施 

・アンケートの実施 

・学期に２回は、授業参観し

たと答える教員 100％ 

・年に 1 回は、研究授業を実

施したと答える教員 100％ 

・前年より授業力が向上した

と答える教員 100％ 

若手教員 

観点別評価の実践 ・学期ごとの振り返り研修の

実施 

・情報収集及び比較研究 

・アンケートの実施 

・「観点別評価を理解し、実施

することができた」と答える教

員 100％ 

教務課 

オ 

スクールカウンセラー(Ｓ

Ｃ)と連携強化 
・月に２～３回、計画的にＳＣ

を配置する。 

・教職員とＳＣと定期的な意

見交換及び共有 

・アンケートの実施 

・「ＳＣを利用したことにより

状況が改善した」と答える生

徒 80％以上 

・「ＳＣを利用したことにより

生徒の様子が改善した」 

と答える教職員 80％以上 

生徒課 

管理職 

カ 

キャリア教育の充実 

・計画的なＳＰＩ試験対策の実

施 

・各種講演会や説明会の実

施 

・授業内容としてキャリア教

育を取り入れる 

・アンケートの実施 

・ＳＰＩ試験対策の小テストの

結果、平均 60点以上 

・講演会を聞いて、自身のキ

ャリアについて考えるように

なった」と答える生徒 80％

以上 

・自分の希望する進路が実

現できたと答える卒業生

100％ 

・授業の中にキャリア教育を

取り入れたと答える教員

100％ 

教務課 

キ 

休暇取得の推進 ・夏季休暇中に３日間、休暇

取得日を設定する 

・計画的な年休取得の推進 

・夏季休暇取得率 100％ 

・年休取得率 30％以上 
全教員 

退勤時間の厳守 ・通常勤務日は、生徒は 21

時 30分までに完全下校、教

職員は 22 時までに退勤す

る。 

・部活動活動日は、生徒は

22 時 15 分までに完全下

校、教職員は 22時 30分ま

でに退勤する。 

・月間の超過勤務時間平均

20時間未満 
全教員 

業務の削減及び見直しの推

進 
・資料のペーパーレス化 

・各分掌業務の削減 

・教職員各自の業務削減 

・会議資料のペーパーレス化

100％ 

・各分掌の業務、1 つ以上削

減 

・各教職員の業務、1 つ以上

削減 

全教員 
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ク 

事務室運営の効率化 ・効率的な事務処理を目指し

た業務改善を行う。 
・１件以上の業務改善を実施 事務 

法令順守の徹底 
・効率的で効果的な予算執

行の実施 

・学校長集金等事務処理基

準に沿った事務処理を行う。 

・個人情報の適正な管理を

行う。 

・現金の適正な管理のために

支払い、決算報告等はわか

りやすい文書の作成に努め

残金の迅速な返金処理等を

行う。 

・個人情報の適正な保管によ

り紛失及び漏洩事故ゼロ 

事務 

学年 

安全安心な教育環境の維持 ・定期的な校内施設の点検

を行う。 

・校舎解体工事は、学校運営

と工事進捗の調和を図りな

がら。安全な教育環境を維

持する。 

・月２回以上の施設点検と法

令点検指摘箇所のすみやか

な改修を行う。 

・解体工事にかかる騒音等

の対応について、的確な校

内調整を図る。 

事務 

 


